溶融亜鉛めっき処理を施した冷間加工鋼材の疲労強度に関する研究 by 長谷川 嘉代


























S45C に溶融亜鉛めっきを施すと，疲労強度は低下した。溶融亜鉛めっきは Fe と Zn の拡散反応が





集中による損傷集積，微小き裂の発生・成長(Stage I)，き裂の安定成長(Stage II)，急速破断(Stage III)
の 4 過程であり，これらの中で Stage I と Stage II が疲労寿命に対し支配的である。溶融亜鉛めっき鋼
材と S45C まま材のき裂進展速度は同程度であることを確認した。すなわち，溶融亜鉛めっき鋼材の
疲労強度低下は，き裂の進展速度ではなく微小き裂の発生・成長に起因していた。 
実際に使用されている橋梁などの溶融亜鉛めっき鋼材は湿度が変化し自動車の振動などの腐食疲労
環境下に晒されている。一般に鉄鋼材料は腐食環境下で使用した場合，腐食部が応力集中箇所となり
疲労強度は低下することが知られている。溶融亜鉛めっき鋼材を湿度制御の下，疲労試験を実施した
結果，高湿度環境下において，S45C を溶融亜鉛めっきしためっき材の疲労強度は低湿度環境下のそ
れよりも増加していた。 
以上の実験結果を用いて溶融亜鉛めっきを施した炭素材の疲労破壊モデルを提案し，溶融亜鉛めっき
鋼材の性能向上および維持管理の指針を示した。 
 
 
 
 
 
